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I はじめに

近年，飼料や畜産品の輸入増大とともに，サルモネラ

菌の生活環境内への侵淫が注目されているが1~6），我々

は本県における実態を明らかにするため昭和50年から調

査を開始した7).

本報では，県内 3大河）II, と畜易及び下水処理場につ

いて行なった51年度の調査成績を中心に報告する．

I 実 験 方法

A.被検材料

昭和51年 7月16日～ 8月4日（第 1回）と 8月27日～

9月26日（第2回）の各期間に表1．と図1．に示す地点の

表l． サルモネラ菌分離同定方法

〇 祠lll水（米代lll．鱚嶋JIl．子吉Jll)

ffil河JIlにつき 5靖点を選定した上で

各嶋点と｀そのJIl幅を5等分した11
所からそれぞれ 2ヽ ずつ撼水

(3河川X5嶋点xs儘所X2国＝15"貪体）

↓ 

“5  μ 9 9ボアフィル9ー炉過

↓ 

＇過贄のフィル 9ーを蒻増薗靖養に費

oo と畜場汚水

1と畜編につき汚＊（櫓化糟鷹入●

薗）をIOII所から100.,ずつ録取．

(4と畜嶋 XIOi11所 x2回＝直順体）

〇 秋田下水鬼糎湯生し累と生下水いず

れも 100“ずつIOII所から録取

(2重瓢 XIOIi所x2回＝≪順体）
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18～公躙閥増曹蜻養
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TSI、SIM、9ジン鵬鰍鵬、マ・ソ鵬蜻嶋●の各●●鷹着嶋で

生鞠学初性状を檎査

0抗厚とH抗戴の塵清零的lll!罰賦騎により薗塑決定

河川水150検体 (1検体2.e),浄化槽流入直前のと畜場

汚水80検体 (1検体1001fl¢)及び秋田市下水処理場生し尿

と生下水各20検体 (I検体1001fle)をそれぞれ採取し，即

日検査に供した．
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B.サルモネラ菌の検査方法

各検体からのサルモネラ苗の検出方法は表1．に示す如

くであるが．河川水については各検体（ 2eずつ）を

0.45μのミリポアフィルクーで炉過したフィルクーを直

接EEM培地に入れて前増菌培養した．

尚，昭和50年度に分離したサルモネラ菌のH抗原の血

清学的試験は国立衛生試験所衛生微生物部のご協力を得

て行なった．
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l[ 成讀と考察

河川水からのサルモネラ菌の検出結果は表2．に示す如

くである．先ず河川水についてみると， 3河川の平均陽

性率は8.7％であったが，個別にみると，米代川では14%

(50検体中検体陽性）．雄物川では 8% (50検体中4検

体陽性）及び子吉川では10%(50検体中 5検体陽性）で

あった．

表2. 3大河川からのサルモネラ菌分離成績（昭和51年度）

汀
SJ. 7.16~51. 8. 4（第 1回） 51. 8.27~51. 9. 16（第2回）

被サルモネラ 被 サルモネラ

検数 嚢（分分離離率陽％I生） 菌 型：株 数 検
菌数（分分離離率陽％性）1 I 

菌 型 ： 株 数

数

万y通息 I5 I I゚ I s I (g) 1 
米

(0) 

弓y田界 Is I ふJS. typhimurium : 1 I s I ふ¥S. typhimurium: I 

代 9y点 Tr 1 5 1 ふ¥S. typhimurium : I | 5 1 
2 I S. typhimurium : 1 

(40) S.java : 1 

JI! 万y根yfI s I (ふ |S.typhimurium : 2 I 5 I cg) I 
鱈y代喜 I5 I cg) I I 5 | (2じ） S.enteritidis: I 

・り。 崎 I f I 5 I cg) I I 5 I I゚ 
雄

(0) 

門。物川界 I5 I cg) I I 5 I I゚ (0) 

物
匁。農 Mr 1 5 1 

3 I S.schwarzengrund: 31 5 I ci切 I S.seftenberg: 1 (60) 

JII 
岳(0 見 T橋) 5 cg) I I s I cg) I 
り。屋新sr I 5 I cg) I I s i I゚ (0) 

芯見 F~ I 5 I 1 I S.panama: 1 I 5 I I゚ (20) (0) 
子

弓k 犀 R~ I 5 I cg) I I 5 I cg) I 
吉 滝(K 沢 T橋) 5 | cg) I | 5 1 (g) | 

石卜六匁r I 5 I cg) I | 5 | 
I J S.london: 1 

JI I (20) 

予k荘大界 I5 I 1 I S.isangi: I I 5 I 
2 I S.infantis: 2 (20) (40) 

合 計 I 75 l 10 
(13.3) ////1751  

8 
(10.7) I／／／ー／―

又，扇田橋（大館市，鷹巣橋（鷹巣町），大曲橋（大 と， S.typhimuriumが 7株（38.9%)と最も多く，次

曲市），本荘大橋（本荘市）など人口密度の比較的高い いで S.sch war zengrundが3株 (16.7%), S.infantis 

市町部の下流流域において検出率が高かったが，県内で が2株 Cl1.1%)であり，他の 6種のサルモネラ菌は各

最も人口密度の高い秋田市の新屋新橋の流域からは50年 1株ずつであった． 但し， S.enteritidisが検出された

度7) （表4参照）と同様に検出されなかった．河口部流 のは今回が最初である．

域では更に多くの個所から検体採取をする必要があるの 次に，と畜場汚水についてみると，表3．に示す如く，

かもしれない．又，人口密度との相関をみるためには， 最も高率且つ多種類の菌型が検出されたのは本荘ミート

3大河川に限らず．これらの河川に流入する中小の河川 プラント (20検体中 9検体陽性， 45%) であり，次い

についても調査する必要性があるだろう．勿論，これら で，秋田と畜場の35%(20検体中 7検体陽性）であった

の地域におけるネズミや家畜類についても考慮しなけれ が，大館及び湯沢の両と畜場はいずれも 5％の検出率で

ばなるまい．いずれにせよ， 3大河川の調査をもう少し あった．検出菌型はやはり S.typhimurium (38. 9%) 

継続した後にこれらの点について検討していく考えであ が高頻度に検出されたが， S.panamaも約33％を占め

る．ところで，これらの河川から検出された菌型をみる た．一方，下水処理場の生し尿と生下水からは32.5％の
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検出率でサルモネラ菌が検出された．検出菌型は上記と

同様に S.typhimuriumが全体の64.3％を占めた．この

ように，と畜場汚水や下水処理場から高率にサルモネラ

菌が検出されたことは人集団へのサルモネラ菌の既侵襲

と今後の波及の増加が考えられるのである．

次に， 50,51年度における上記の各検体から検出され

た菌型を合計して各菌型毎の出現頻度をみてみると，表

4．と5.1こ示す如く， S.typhimuriumが全体の約43％を

占め， 次いで， S.essen, S.pa n rrf, ~.H ilt d t1g 

S.london, S.schwarzengrundとつづいている． 51年

度に初めて検出された菌型は S.londonとS.schwarzeg

grundを筆頭に S.anatum,S.enteritidisなど 5種類

である．逆に， 50年度においてのみ，検出されたのは

S. montevidio 1種類のみにすぎず，県内におけるサル

モネラ菌の侵襲がかなりのスピードで進捗していること

が示唆された．

表3. と畜場汚水及び下水処理場からのサルモネラ菌分離成績（昭和51年度）

―

―

-

|

-

―

―

―

―

 

期

数

数

型

ー

場

荘

』

[

紐

麟

こ

l

＼

館

¥

、

大：
 

10 

と

畜

場

汚

水

合 計

秋
田
下
水
処
理
場

秋 田

湯 沢

本

” 
” 

ミートプラント

生

生

合

し

下

尿

水

計

被

検

数

10 

IO 

10 

40 

10 

JO 

20 

51. 7. 16~51. 8. 4（第 1回）

サルモネラ
菌分離陽性
数
（分離率％）

I (如 |S.essen:1 j 

I 己o) 菌型未決定： 2 I 

I cg) I I 

8 I S.panama: 6 
S. typhimurium : 1 

(80) I S.london: 1 

I (2i!5) I---/／ーーー／』

I cJ0) 菌型未決定： 2

I clo) I s. typhimurium: 1 I 
3 I __ ___-

(15) 

----

菌 型 ：株 数

＿
被
検
数

10 

10 

40 

10 

20 

51. 8.27~51. 9.16（第2回）

サルモネラ
菌分離陽性
数
I（分離率％）

~ S.typhimurium,5 

I clo) I 

1 

(10) 

(177. 5) I//------
／ 

9 I S. typhimurium : 8 
(90) I S.london: 1 

I :g: |/ 

菌 型： 株 数

10 

” : 1 

10 S. infantis : I 

IO 

S.anatum: 1 
S.kottbus: 1 

--

表4. 昭和50年度に分離したサルモネラ菌の菌型と

株数

表5.
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| s.seftenberg : 1 
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数 菌

S.typh,1murium 

S.essen 

S.panama 

S. seftenberg 

S.infantis 

S.london 

S.anatum 

S.kottbus 

S. schwarzengrund 

S.isangi 

S.java 

S.enteritidis 

S. montevideo 

菌型 未決定

Total 

昭和50~51年度に検出されたサルモネラ菌株
数と菌型別出現頻度

I 検出菌株数（出現頻度幻
50年度 1 51年度 I Total 

17(40.5%)|22(44.9%)39(42.9%) 

10(23.8%)1 1(2.0%)111(12.1%) 

4(9.5%)1 7(14.3%)111(12. 1%) 

3(7.1%)11(2.0%)14(4.4%) 

1(2.4%)1 3(6.1%)1 4(4.4%) 

0(0.0%)1 3(6. 1%)1 3(3.3%) 

0(0.0%)11(2.0%)11(1.1%) 

0(0.0%)11(2.0%)11(J.1%) 

0(0.0%)1 3(6.1%)1 3(3.3%) 

0(0,0%)1 1(2.0%)1 1(1. 1%) 

0(0.0%)1 1(2.0%)1 1(1. 1%) 

0(0.0%)1 1(2,0%)1 1(1. 1%) 

1 C 2.4%)1 oc o.o%)1 1(1. 1%) 

6(14.3%)1 4(8,2%)110(11.0%) 

142(100%)149(100%)191(JOO%) 

型
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N 結 誼

去年度に引続き，昭和51年度も貼内 3大河川水(150検

体）， 4と畜場汚水（80検体）及び秋田市下水処理場生

し尿と生下水（各20検体）からのサルモネラ苗の検出を

行ない，次の如き成績を得た．

1． 河川水からのサルモネラ菌の検出率は平均 8.7% 

（米代川14%, 子吉川10%, 雄物川 8%) であっ

た．又，と畜場汚水から平均22.5%, 生し尿から乎

均55%, 生下水から平均10％の検出率でサルモネラ

菌が検出された．

2. 検出菌型はS.typhimurium(44,9%), S.panam 

(14.3%), S.london) 6.1%), S.infantis (6.1 

%), S.schwarzengrund (6.1%) の順に検出さ

れたが，この他に本年度は50年度に検出されなかっ

た S.enteritidisなど 5種の歯種を含む 7種類のサ

ルモネラ菌がそれぞれ l株（2.2%) ずつ検出され

た．

稿を終えるにあたり， H抗原の血清学的型別試験につ

いてご指導を賜わった国立衛生試験所衛生微生物部鈴木

昭及び河西勉両博士，並びに検体採取にご協力下さいま

した環境衛生課，各保健所及び秋田市下水処理場に深謝

します．
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